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只見の自然環境を再認識・登録へ  向けて町の現状を把握

は
じ
め
に
、
副
委
員
長
の
新
国
勇

さ
ん（
只
見
の
自
然
に
学
ぶ
会
代
表
）

が
「
只
見
の
自
然
環
境
と
人
々
の
暮

ら
し
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
只
見

の
自
然
の
特
徴
や
、
そ
の
中
で
生
活

す
る
人
々
の
営
み
、
絶
滅
危
惧
種
と

さ
れ
る
生
き
物
な
ど
に
つ
い
て
講
話

さ
れ
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
雪
食
地
形
な
ど

豪
雪
地
帯
な
ら
で
は
の
自
然
や
国
内

有
数
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
説
明
、
さ
ら
に
そ
の

自
然
を
利
用
す
る
人
々
の
暮
ら
し
が

あ
り
、
そ
こ
に
は
貴
重
な
文
化
や
財

産
が
存
在
す
る
こ
と
や
、
最
近
の
自

然
志
向
の
高
ま
り
な
ど
も
解
説
、
最

後
に
「
只
見
町
は
エ
コ
パ
ー
ク
の
自

然
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
」

と
力
強
く
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

エ
コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
た
め

の
一
般
的
な
基
準
（
要
件
）
に
つ
い

て
、
鈴
木
和
次
郎
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン

タ
ー
館
長
か
ら
の
説
明
が
あ
り
、
鈴

木
館
長
は
、
生
物
多
様
性
に
優
れ
て

い
る
こ
と
や
生
物
圏
保
存
地
域
の
機

能
で
あ
る
保
全
、
開
発
、
条
件
整
備

が
有
効
に
働
く
た
め
の
十
分
な
面
積

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
は
核

心
地
域
（
保
護
地
域
）
と
緩
衝
地
帯

（
保
護
目
的
の
活
動
が
可
能
な
地

域
）、移
行
地
域（
資
源
管
理
が
促
進
、

開
発
さ
れ
居
住
可
能
な
地
域
）
に
適

切
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
具
体

的
に
解
説
さ
れ
、
只
見
町
は
お
お
む

ね
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
の
見

解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

渡
部
勇
夫
総
務
企
画
課
長
は
、
エ

コ
パ
ー
ク
登
録
申
請
に
か
か
る
町
の

考
え
方
を
述
べ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
町
の
人
口
の
推
移
に

つ
い
て
平
成
２２
年
が
４
９
３
２
人
で
、

昭
和
４０
年
の
９
６
６
１
人
と
比
較
す

る
と
４５
年
間
で
約
半
数
に
減
少
し
た

こ
と
を
示
し
、
続
い
て
町
の
財
政
状

況
や
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
被
害
状
況

と
復
興
基
本
方
針
な
ど
を
説
明
し
た

後
、
今
後
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、

道
路
環
境
の
整
備
、
特
に
国
道
２
８

９
号
八
十
里
越
え
道
路
の
開
通
を
視

野
に
入
れ
た
町
の
拠
点
づ
く
り
を
町

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
申
請
に

つ
い
て
の
町
の
考
え
と
し
て
、
自
然

環
境
を
保
護
す
る
と
こ
ろ
、
使
用
す

る
と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
整
備
す
る
こ

と
が
目
的
。
さ
ら
に
自
然
首
都
・
只

見
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
、
様
々

な
地
域
産
業
の
発
展
と
創
出
に
生
か

せ
る
活
動
を
行
な
っ
て
い
く
。
エ
コ

パ
ー
ク
に
関
連
し
た
町
独
自
の
制
度

や
事
業
を
考
え
、
展
開
し
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
。
な
ど
と

述
べ
ま
し
た
。

今
後
、
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
申
請
に

伴
う「
核
心
地
域
」「
緩
衝
地
帯
」「
移

行
地
域
」
を
設
定
す
る
土
地
利
用
区

分
に
つ
い
て
協
議
、
調
整
を
進
め
る

エ
リ
ア
設
定
の
た
め
の
専
門
部
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
部
会
は
８

月
ご
ろ
ま
で
に
原
案
を
ま
と
め
る
計

画
で
検
討
を
行
い
ま
す
。

部
会
員
は
検
討
委
員
の
中
か
ら
学

識
経
験
者
５
名
、
関
係
団
体
の
役
職

員
１
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
専

門
部
会
員
名
簿
参
照
）

只
見
の
自
然
環
境
と

人
々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
学
ぶ

エ
コ
パ
ー
ク
へ
の

登
録
要
件
に
つ
い
て
説
明

町
の
現
状
を
把
握
し

エ
コ
パ
ー
ク
申
請
へ
の

思
い
を
語
る

エ
コ
パ
ー
ク
の

エ
リ
ア
設
定
を
協
議
す
る

専
門
部
会
を
設
置

▲只見の自然などについて講話する新国勇副委員長

第２回
只見町ユネスコ
エコパーク
検討委員会

第
１
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
）
エ
コ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
学
び
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
６
月
１８
日
に
朝

日
地
区
セ
ン
タ
ー
で
第
２
回
目
の
検
討
委
員
会
が
開
か
れ
、

前
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
が
出
席
、
エ
コ
パ
ー
ク
へ
の
登
録
申

請
に
向
け
て
町
の
現
状
な
ど
を
把
握
、意
識
を
高
め
ま
し
た
。
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ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
へ
の

登
録
実
現
に
向
け
、
目
黒
町
長

が
６
月
１３
日
に
福
島
県
庁
を
訪

れ
、内
堀
雅
雄
副
知
事
と
面
談
、

県
の
全
面
的
な
支
援
を
要
請
し

ま
し
た
。

目
黒
町
長
は
「
人
と
自
然
が

共
生
す
る
地
域
社
会
の
重
要
性

を
只
見
か
ら
発
信
し
た
い
。
自

然
環
境
を
学
ぶ
学
習
拠
点
に
も

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
県

の
協
力
や
エ
コ
パ
ー
ク
の
認
知

度
向
上
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
要

望
書
を
内
堀
副
知
事
に
手
渡
し

ま
し
た
。
内
堀
副
知
事
は
「
登

録
で
地
域
の
資
源
が
輝
き
、
広

く
知
ら
れ
る
機
会
に
つ
な
が
っ

て
い
く
」
と
述
べ
、
町
と
県
が

連
携
し
て
登
録
を
目
差
す
考
え

を
表
し
ま
し
た
。

町
は
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
を

契
機
に
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興

と
総
合
的
な
地
域
振
興
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
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目
黒
町
長
が

福
島
県
に
協
力
を
要
請

ユネスコエコパーク･･･ ？
ユネスコエコパークは人間と自然との共

生実現に向けてユネスコが取り組む「人間
と生物圏計画」の主要事業です。

国際的に価値が認められることでの自然
保護の推進、学術研究や教育への活用、地
域振興への効果が期待されます。

只見町は平成２４年度中のユネスコへの申
請を目指し活動を行なっています。

只見の自然と暮らし 雪

山

川

雪崩・浸食

雪解け水

屋根葺き

用水

漁撈

筏流し

稲作
畑作

水田

屋内

畑

手仕事

焼畑資材・肥料
狩猟・山樵・採集

只見町は、大自然と
そこに住む人々の暮ら
しが共存するすばらし
い町です。
イラストは昔から営
まれてきた人々の生活
をイメージしています。


